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【目 的】 








1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1に対する一次抗体を添加し、蛍光標識した二
次抗体により可視化し、蛍光顕微鏡で観察した。さらに、採取した皮膚よりタンパクを抽出し、ウ
ェスタンブロット法によりケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1の発現量
を観察した。また、IL-4 または IL-13 を培養ヒト表皮角化細胞に添加し、ウェスタンブロット法




同様であった。また、IL-4 または IL-13 添加により、表皮角化細胞におけるこれらのタンパクの
発現は減少した。 
【考 察】 
  アトピー性皮膚炎皮疹部では、ケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1
の発現が減少しており、表皮細胞同士の接着の脆弱化を生じ、バリア機能低下の一因となっている
ことが示唆された。また、アトピー性皮膚炎皮疹部では Th2 優位の免疫反応であるが、Th2 サイ
トカインである IL-4と IL-13により表皮角化細胞でのケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン
1、デスモコリン 1の発現が抑制されたことから、アトピー性皮膚炎皮疹部では、Th2サイトカイ
ンによりこれらのタンパクの発現が低下していると考えた。 
【結 論】 
アトピー性皮膚炎では、Th2サイトカインの働きにより有棘層での構造タンパクと接着分子の
異常を生じ、バリア機能の低下がもたらされ、皮膚炎発症の一因となっている可能性が示された。 
